
 

街の和尚様・ソーシャルワーカー 

双方向ディスカッション 

～大善院かんのんいち企画お知らせ～ 

昨冬から続く新型コロナウイルス

の流行は、人と会ったり話したりする

機会を、折々で遮断してきました。 

一方、8050問題（ひきこもりの長

期化・高年齢化）において悩む方は、

知多半島で約 7000 人、常滑市では

約６００人と推定されています。 

共通するのは、人と会って話すこと

が困難となった「生きづらさ」です。 

私たちは日々、これらの生きづらさ

とどのように向き合い、押し返したら

良いのでしょうか。 

本企画を通じて、皆さんと共に考えてみることができれば幸いです。なお当日は、

参加くださる皆様からも、メッセージを募るコーナーを設けます。 

ご参加のほど、心よりお待ち申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

        お問い合わせ：非営利任意団体 ちたハンターズ 

              090-8732-1515（月～金 午前 9時～午後 6時） 

 

この企画は、令和３年度 独立行政法人福祉医療機構（ＷＡＭ）助成「コロナ禍で

声をあげにくい人々が、相利共生にて自信を取り戻す事業」のひとつとして実施

します。 

日時  令和 3年１１月６日（土） 午後１２時～午後１時 

場所  補陀落山 大善院（常滑市奥条５-20） 境内 ※雨天時は本堂 

登壇者（コメンテーター） 外山杲見氏（大善院住職） 

熊倉純一氏（ちたハンターズ／社会福祉士） 

司会（ファシリテーター） 守山華子氏（かんのんいち事務局） 

生きづらさは 見えない Rock ‘n’ roll ！ 


